
作業学習 学習指導案 
 

 

1. 単元名 「５６７ストア～大垣産！木のメモ帳を作って販売しよう～」 

 

2. 単元について 

特別支援学校における「作業学習」について，「特別支援学校指導要領総則編 Ｈ２１．６（文部科学省）」で

は，次のように述べている。 

 

 

 

５組の生徒８名は，どの教科でも興味をもって意欲的に授業に取り組むことが多い。そして，仲間の役に立ち

たいという思いから，仲間のために喜んで動くことができるという優しさがある。しかし，知的障害の特性であ

る般化しにくいことや経験の未熟さから，仲間とうまく関われないこともある。 

そこで，各教科の授業で一人一人の力を高めていくと共に，その力を表現する活用の場として，さらに望まし

い職業観がもてるような場として作業学習を大切にしていく。生徒の「仲間のために役に立ちたい」という思い

を，「売れた」「使ってもらえた」「褒めてもらえた」という経験や，やりがいがもてるような場を設定すること

で，「また働きたい」という望ましい職業感へとつなげていく。また，生徒が仲間と共に試行錯誤を繰り返し，

課題を乗り越える喜びを感じる経験ができるように，仲間と共に課題解決をする活動や環境を設定していく。こ

の作業学習を通して，働くことで役に立つ嬉しさ，やりがい，自分の成長などを感じられるようにさせたい。 

また，作業学習の指導に当たって，以下の点を考慮することが重要とある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで，枡作りで廃棄される鉋くずを利用して「大垣産！木のメモ帳」を作ることにした。大垣市は，全国シ

ェアの８０％を占める枡の生産地である。ヒノキの間伐材を使って作る枡，さらに枡作りにおいて廃棄される鉋

くずを利用する。このことで，生徒に間伐材を使うことが林業を支えることにつながる意識がもてる場を設定す

ると共に，地元大垣の産業に誇りをもつきっかけにする。また，枡屋さんに鉋くずをいただきに行くことに始ま

り，薄い木を水に浸けて伸ばしたり，まっすぐに切ったり，メモ帳に綴じたりと，完成するまでに必要な工程が

多く，一人一人が自分の役割を責任もって行うことの大切さを感じることができる。 

例えば，一つの活動を集中して行う時間が短い生徒には，集中してできる時間を想定して仕事内容と量を設定

し，一定量を終えたら報告するようにした。仲間の動きを見て自分の動きを調整したり，声をかけたりする力を

高めたい生徒には，仲間の動きに合わせて行う必要のある版の上げ下げの担当とした。このように，生徒の実態

に応じて役割を分担し，仕事量を調整することで，生徒一人一人が自分の目標の達成に向けて主体的に取り組む

ことができると考える。 

また，本学級で作業学習として「印刷」を取り扱うのは初めてであり，どのような作業活動なのか生徒がイメ

ージできるようにするために，近隣の特別支援学校の作業学習（印刷コース）で体験する活動を設定した。特別

支援学校の作業学習で自分のエプロンにオリジナルのロゴを印刷する活動を通して，印刷の仕方を学ぶだけでな

く，特別支援学校の生徒の姿から挨拶や報告などの丁寧さや集中して真剣に取り組む姿勢を感じ取れるようにし

たい。 

将来，生徒が働いて得た賃金で買い物をするとき，安価な品だけを何気なく選ぶのではなく，地元で生産され

た良い品を選んだり，自分のくらしに必要なものを選んだりできる消費者になるように願っている。それが，働

いて得たお金を大切にすることであり，一生懸命働くことの価値を感じている態度である。つまり一生懸命働く

自分を大切にすることにつながると考える。生産者であり消費者である生徒一人一人が，社会のルールやマナー

を守って自分らしい選択をできるようになるために，「大垣産！木のメモ帳」を作る経験をさせたい。 

 

 

3. 生徒の実態と単元指導計画【別紙１】【別紙２】 

 

4. 年間の見通し【別紙３】 

作業学習は，作業活動を学習活動の中心にしながら，児童生徒の働く意欲を培い，将来の職業生活や社会

自立に必要な事柄を総合的に学習するものである。 

（ア）生徒にとって教育的価値の高い作業活動等を含み，それらの活動に取り組む喜びや完成の成就感が味わえること。 

（イ）地域性に立脚した特色をもつとともに，原料・材料が入手しやすく，永続性のある作業種を選定する

こと。 

（ウ）生徒の実態に応じた段階的な指導ができるものであること。 

（エ）知的障害の状態等が多様な生徒が，共同で取り組める作業活動を含んでいること。 

（オ）作業内容や作業場所が安全で衛生的，健康的であり，作業量や作業の形態，実習期間などに適切な配

慮がなされていること。 

（カ）作業製品等の利用価値が高く，生産から消費への流れが理解されやすいものであること。 



 

5．研究にかかわって 

中学校研究主題： 「仲間との学びを生かした，わかるできる授業の創造」 

 

（１）教科の本質に基づいた本時つけたい力の明確化 

個別の教育支援計画，指導計画をもとに生徒の実態を把握し，将来の自立や社会参加につながる姿を見通

して，今年度の３月に願う姿，学期ごとに願う姿を明確にした。（【別紙３】年間の見通し） 

さらに，本単元における願いを次のように考えた。 

○２学期末の保護者や学校職員への販売に向け，自分の役割に最後まで精一杯取り組む姿 

○仲間と声をかけ合いながら，力を合わせて取り組む姿 

  ○準備や片付けまで自分から進んで行い，安全に留意し，よりよい製品を作ろうとする姿 

   生徒の実態からこのような願いをもち，単元の活動ごとに「願う姿→活動→支援」を考えた。まず，単元

の始めにビデオレターを受け取った生徒に，この作業学習で大切にしたい姿を相談する。漠然とやる気が高

まっている状態で，ますやさんや大垣特別支援学校中学部，高等部に修行に行くことを提示する。このよう

に自分たちの目指す姿が具体的にイメージできるように，仕事や作業を精一杯されているたくさんの人たち

との関わる機会を設定する。この活動を通して，「５６７ストア 大切にしたい姿」として，主体的に仲間

として目指す姿や自分の目指す姿をはっきりさせていく。 

また，生徒の実態を踏まえて本単元の目標や手だてを設定していく際に，将来の自立や社会参加につなが

る長期的な目標と，学期ごとの教科や領域等における短期的な目標との関連を意識した。（【別紙１】【別紙

３】）本単元における毎時間の生徒の姿から，必要に応じて目標や手立てを修正しながら，実態把握の内容

も見つめ直していきたい。 

                                   

（２）生徒が主体的に授業に取り組むための教師の的確な援助のあり方 

① 生徒が自分でできるようにするための工夫 

本単元では，生徒が見通しをもち主体的に作業学習を進められるよう，指導にあたりたい。そのため，生

徒とともに販売までの目標数・活動計画表と，作業工程表を作り，製品の出来上がりを確認できるようにし

た。 

さらに，一人一人の活動の振り返りと，「できましたマーク」を掲示し，振り返りの視点を明確にするこ

とで，自己評価をする力を高めるとともに，仲間から認めてもらった喜びをもとに意欲がもてるようにした。

なお「できましたマーク」は，生徒一人一人の好きなものを準備し，生徒とともに設定した観点が全てでき

たら，授業の終わりに自分で表に貼るようにした。 

また，自己評価を大切にするために，毎時間振り返りカードに記入する時間を必ず確保する。ここには，

本時の自分の目標についてできるようになったことと，次の時間にもう少しがんばってみたいことを書くよ

うにする。次の時間にもう少しがんばってみたいことが，そのまま次の目標になる。毎時間のはじめの会で，

本時の目標を仲間に伝え，振り返りの会では，その目標についてお互いのがんばりを聞き合い，認め合うよ

うにする。自分の目標について振り返る活動を繰り返すことで，自分の目標を意識して活動する力や自分で

目標を設定する力を付けていきたい。なお，生徒の実態に応じて，文章表記ではなく評価項目に○や△を記

入する振り返りカードも準備する。 

作業場面では，生徒が主体的に判断して作業できるように，それぞれの作業工程に「目印」や「ものさし」

を準備する。バケツに水を入れすぎて重くなって転倒しないように「バケツにマスキングテープで目印」を

付ける，木の紙の規格がわかるように「大きい枠」「小さい枠」，アイロン台に木の紙を置く位置が分かるよ

うにシールを貼る，木の紙の数を正確に数えることができるように，「５と１０の目印があるシール台紙」

を準備する，印刷済みの木の紙を１０枚ずつのセットにして乾燥棚に入れるように１０ますの紙を準備する，

など，生徒の実態に合わせて手立てを工夫する。 

 

② 分かりやすい環境づくり 

本時では，分担の作業工程に責任をもち，仲間と声をかけ合いながら作業する。個のつけたい力に応じた

作業工程を設定し，作業の手順表，話し方のモデルなどを個に合わせて提示し，自分から作業に取り組める

ようにした。また，お互いの様子が見合えるように場の設定をしたり，次の工程の仲間に「はい」と渡して

「はい」と受け取ったり，疑問があれば教師や作業長に相談するようにしたりして，主体的に作業しながら

教師や仲間と関わる力を高めていきたい。 

 

 

 

 

 



【別紙１】 

単元に関わる抽出生徒Ｄの実態と目標，手立て 

実  態 単元の目標 手 立 て 

・仲間や教師に対して自分から挨

拶を行うことができる。場に応

じた声の大きさで話すことが苦

手である。 

・３枚できたら声の大きさ

に気を付けながら教師

に報告する。 

・販売において適切な声の

大きさで挨拶ができる。 

・３枚できたら報告するようにし，適

切な声の大きさで話せるように声の

ものさしを提示する。 

・与えられた仕事は自分でやろう

とする。一つの活動を集中して

行う時間が短く，気になること

があると周囲の様子や状況に関

係なくその対象に近付こうとす

る。 

・活動の見通しをもち，集

中して自分の仕事をや

りきる。 

・活動の見通しがもてるように，単元

の活動計画や単位時間の活動内容及

び終了時間を掲示や板書に位置付け

る。 

・作業量を確保し，自分で主体的に作

業を進められるように，水を入れた

バケツを３個準備し，１枚ずつ木を

入れておく。 

・視覚的な情報を提示すると指示

を理解しやすい。指示された内

容のとおりに仕事ができていな

いことに気付かず，正確に作業

できないまま繰り返し行う。 

・自分の活動内容を理解

し，正しい長さを切り取

ったかを自分で確かめ

ることができる。 

 

・木を切る際に切り取る長さが分かる

よう，木の片方の端を合わせる位置

と切り取る位置のところに作業台に

テープで印を付ける。 

・正しく切り取れたかどうか確かめる

活動を手順表に位置付け，長さが合

っているかを確かめるために正しい

長さを切り取ったプラスチック板を

準備する。 

・手指を使う活動が苦手で，はさ

みをまっすぐに入れたり，適量

の水のりを出したりするなどを

行うことが難しい。 

・目印の線に沿って材料の

木の端を伸ばして置き， 

切り取り線に沿って，ま

っすぐ切る。 

・体の正中線付近から前に向かっては

さみで切ることができるように，切

り始める位置へシールを張って印を

付け，正しいはさみの持ち方の写真

を作業台に貼っておく。 

 

教科及び領域等における２学期の目標（抽出生徒Ｄ） 

国 語 社 会 数 学 美 術 特別活動 

・教師や仲間の話

を最後まで聞

く。【話す・聞く】 

・相手に聞きやす

い声の大きさで

話す。【話す・聞く】 

・誰に，どのよう

な目的で手紙を

出すのかを理解

し，何を伝える

のかを教師と一

緒に考えて手紙

を書く。【書く】 

・地域の人々の生

産や販売の仕事

の様子に関心を

もち，意欲的に

調べる。【意欲・関

心・態度】 

・枡屋で働く人の

話を聞き，感想

を学習プリント

に書く。【技能】 

・ものの個数を 10

ずつまとめて数

えることができ

る。【技能】 

・３位数までにつ

いて十進位取り

記数法による数

の表し方を理解

する。【知識・理解】 

・お客様にとって

分かりやすい看

板にするため

に，丁寧に折り

紙を貼ろうとす

る。【意欲・関心・

態度】 

・のりを入れた容

器からヘラで適

量ののりをと

り，紙に薄く延

ばして付ける。

【創造的な技能】 

・仲間と話し合っ

て決めた学級の

約束を守ろうと

する。【意欲・関心・

態度】 

・委員会活動や係

活動の仕事の仕

方を理解して，

最後までやりき

る。【知識・理解】 

 

 

 

 

 

 



【別紙２】単元指導計画 

時 主な学習活動 生徒Ｄの目標 生徒Ｄへの支援 

１ ・ビデオレターを観て，

木のメモ帳を作って，

学校内で販売すること

を知る。 

・校内の先生方や交流学級の仲

間からの依頼を受けて，木の

メモ帳を作って販売するこ

とを理解する。 

・事前にビデオレターを準備する。Ｄ

の意欲が湧くように，「Ｄさん～」

と名前を入れて呼びかけてもらう。 

・「木のメモ帳」の完成品を提示する。 

・今後の活動計画を立て，活動計画表

に記入する。 

２ 

３ 

・メモ帳に印刷するイラ

ストのデザインを考え

る。 

・木のメモ帳を作る工程

を知る。 

・役割を決める。 

・お客さんに買ってもらえるよ

うに丁寧にイラストを描く。 

・自分の活動内容を理解し，や

ってみようと意欲をもつ。 

・木のメモ帳を作る工程を写真で提示

し，それぞれの作業を体験する。 

・作業工程表を提示し，役割分担を位

置付ける。 

・活動計画表に販売までの目標数を記

載し，毎時間の出来高を書き込める

ようにする。 

４

～ 

24 

・校内の生徒や先生方に

買ってもらえる製品作

りを目指して，自分の

仕事を行う。 

①版を作る。 

②木を切って，伸ばす。 

③印刷をする。 

④丁合を行う。 

⑤製本する。 

⑥袋詰めをする。 

・目印の線に沿って材料の木の

端を伸ばして置き，切り取り

線に沿ってまっすぐ切る。 

・正しい長さを切り取ったかを

自分で確かめる。 

・活動の見通しをもち，集中し

て自分の役割をやりきる。 

・３枚切り取れたら，声の大き

さに気を付けながら教師に

報告する。 

・材料の木を切り取る長さが分かるよ

うに，木の片方の端を合わせる位置

と切り取る位置のところへ作業台

にテープで印を付ける。 

・はさみを最初に入れる位置に印を付

け，正しいはさみの持ち方の写真を

作業台に貼る。 

・正しく切り取れたかどうか確かめる

活動を手順表に位置付け，長さが合

っているかを確かめるために正し

い長さを切り取ったプラスチック

板を準備する。 

・報告の際には，適切な声の大きさだ

ったかを声のものさしを示して確

認する。 

・安心して道具の準備ができるように

生徒Ｄが使う道具の写真を提示し

ておく。 

25 

26 

27 

 

 

28 

29 

・販売の準備をする。 

 広告の作成と配付 

 お昼の放送での宣伝の

練習 

 販売の役割分担及びリ

ハーサル 

・販売 

・宣伝のビデオ撮りや販売のリ

ハーサルにおいて，自分の役

割を理解し適切な声の大き

さで挨拶することを意識し

て繰り返し練習する。 

 

・適切な声の大きさでお客様に

挨拶をする。 

・製品作りの報告で活用してきた声の

ものさしを示しながら，繰り返し声

の大きさを評価する。 

・当日の販売における役割分担表を準

備する。 

・事前に校内の先生方に協力を依頼し

て，販売のリハーサルを行う。 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．本時
（１）目標

　　（２）展開 Ｄ男（１年） Ａ男（１年） Ｆ子（３年） Ｂ男（１年） Ｅ子（２年） Ｈ男（３年） Ｇ男（３年） Ｃ子（１年）

本時の目標

　目印の線に沿って材料の
木の端を伸ばして置き，切
り取り線に沿ってまっすぐ
切る。
　正しい長さに切り取った
かを見本と比較して自分で
確かめる。
　３枚切り取れたら，声の
大きさに気を付けながら教
師の報告する。

　受け取った木を安全な位
置に置いて，アイロンがけ
をする。
 相手に聞こえる声の大き
さで報告する。丁寧な言葉
遣いで受け渡しをする。
　時間いっぱい集中して作
業する。

　受け取った木の紙が合格
か不合格かを，相手に聞こ
えるはっきりした声で報告
をする。判断に迷ったとき
にはすぐに相談をする。
　安全に留意してはさみを
使う。
　印刷班からの返品を受け
取り，丁寧に直し，班の
リーダーとしてよりよい製
品を作ろうとする。

　次の作業工程のＥ子が作
業しやすいように、正しく
木の紙の数を数え、ること
ができる。
  できたときには報告を
し，困ったときや心配なと
きはすぐに相談をする。
 


　印刷台の正しい位置に木
の紙を置くことができる。
　セットするときに時間が
必要であれば，丁寧な言葉
遣いで相手に伝える。

　紙を置くＥ子やスキージ
担当のＧ男の動きを見なが
ら、タイミングを考えて版
を上げ下げする。
　かすれている箇所や汚れ
がないか印刷面を点検し
て、Ｃ子に点検結果を伝え
る。
　仲間のがんばりを具体的
に見つけて伝えることがで
きる。

　力の入れ具合に気を配り
ながらスキージを操作す
る。
　仲間の呼びかけに相手に
聞こえる声で「はい」と言
いながら作業する。
　自分が気づいた仲間のよ
さを伝えることができる。

　相手に聞こえる声の大き
さで返事をして，印刷され
た木の紙を受け取る。
　合格品と欠品を正しく分
けて乾燥棚に運ぶことがで
きる。
「１０枚です」と報告し，
印刷した数を仲間に伝え
る。
　印刷済みの木の紙を丁寧
に枠へ貼ろうとする。

担当の仕事
木をのばす班・水に浸けて
アイロン担当に渡す

木をのばす班・アイロンで
木をのばす

木をのばす班リーダー・アイロ

ンされた木の紙をチェックする
木をのばす班・数を数える

印刷班・木の紙のセッティ
ング

印刷班・版の上げ下げと，
印刷具合のチェック（作業
長）

印刷班リーダー・スキージ
印刷班・乾燥棚へ運ぶ
「１０枚」の報告をする

・エプロンと名札を着け
る。
・ボウルに水を汲む。
・材料の袋を出す。
・ゴミ箱をセットする。

・エプロンと名札を着け
る。
・アイロン，アイロン台，
延長コードを出す。

・エプロンの箱を出す。
・エプロンと名札を着け
る。
・布きんを２枚準備する。

・エプロンと名札を着け
る。
・カウント用の表と，シー
ルを出す。
・教卓をセットする。

・エプロンと名札を着け
る。
・テーブルに新聞を敷く。
・留め具をセットする。

・エプロンと名札を着け
る。
・インクを出す。
・準備完了の報告を受け，
見届ける。

・エプロンと名札を着け
る。
・テーブルに新聞紙を敷
く。
・スキージと定規を出す。
・版をセットする。

・エプロンと名札を着け
る。
・テーブルに新聞紙を敷
く。
・乾燥棚をセットする。

つ
か
む
５
分

「時間いっぱい集中して，
線に沿ってカットして渡し
ます。」と話す。
◎返事や報告の声の大きさ
を声のものさしで確認す
る。

「（受け取った）木をアイ
ロン台の真ん中に置いて，
丁寧にアイロンがけをしま
す。」と話す。
◎真ん中に置くことで安全
に作業できることを確認す
る。

「合格なら“お願いしま
す”とＢ男にはっきり報告
します。」と話す。
◎これまでリーダーとして
仲間に声をかけてきた姿を
価値付け，意欲がもてうる
ようにする。

「Ｅ子に“５枚できまし
た”と大きな声で報告しま
す。」と話す。
◎正しくシールを貼れるよ
うになったことを価値付
け，意欲がもてるようにす
る。

「時間がかかりそうなら
“ちょっと待ってくださ
い”と言えるようにしま
す。」と話す。
◎丁寧な言葉で報告できて
いる姿を値付け，意欲がも
てるようにする。

「版の上げ下げをしなが
ら，みんなのよい姿を一つ
以上見つけます。」と話
す。
◎作業長として責任感があ
る姿だと価値付け，意欲が
もてるようにする。

「印刷班の子の良い姿を一
つ以上見つけて伝えま
す。」と話す。
◎良い姿を見つけたら，そ
の場ですぐに言えるように
確認する。

「“はい”と忘れずに言っ
て木の紙を受け取りま
す。」と話す。
◎だんだん大きな声で言え
るようになってきたことを
価値付け，意欲がもてるよ
うにする。

活
動
す
る
３
５
分

・丸くなった木をのばしなが

ら，目印の線に沿って置き、切

り取り線に沿って切る。

◎材料の木を切り取る長さが分

かるように、木の片方の端を合

わせる位置と切り取る位置のと

ころへ作業台にテープで印を付

ける。

◎作業量を確保し、自分で主体

的に作業を進められるように、

水を入れたバケツを３つ準備

し、１枚ずつ木を入れておく。

◎切り始める位置へ印をシール

を張って印を付け、正しいはさ

みの持ち方の写真を必要に応じ

て示す。

・正しい長さで切り取れたかど

うか確かめる。

◎正しい長さを切り取ったプラ

スチック板を準備する。

・アイロンで丸くなってい
る木を伸ばす。
◎Ｄから受け取った木を置
く位置が分かるように，ア
イロン台に“えびシール”
を貼り，目印にする。
◎相手に聞こえる声の大き
さで返事ができるように、
Ｂ男からの「アドバイスの
手紙」を提示する。
◎アイロンを置く台が落ち
ないように固定する。アイ
ロンのコードもゆるんで
ひっかけないように固定す
る。

・伸ばした木がメモ帳になる大

きさであれば「合格」そうでな

ければ「不合格」と伝える。

◎“合格”の基準が自分で判断

できるように，「大きい枠」

「小さい枠」を準備する。

◎相手に聞こえる声で言えるよ

う，国語の「声のものさし椅

子」で練習しておく。（相手と

の距離が分かるように視覚で示

し，届くとよい声の大きさを考

えさせる）

◎「お願いします」「不合格で

す」とはっきり言っている姿を

価値付ける。

◎台を布きんで拭いたり、バケ

ツに木を補充するのを手伝った

りするなど、木をのばす班の

リーダーとして自分から仕事を

みつけて動く姿を価値付ける。

・伸ばした木の数を数え，班の

仲間に現在数を報告したり、「E

子に５枚できました。」と報告

しながら渡したりする。

◎大きな声で報告できるよう，

正しくカウントできたことを価

値付け，自信をもてるようにす

る。

◎「５と１０に目印があるシー

ル台紙」を準備する。

◎大きな声で報告できるよう，

国語の「声のものさし椅子」を

使い、相手との距離が分かるよ

うに視覚で示し，届くとよい声

の大きさを考えさせる。

・印刷台の決められた位置
に木の紙を置く。
◎正しく置くことができる
ように，「セットの目印」
を敷くようにする。
・セットができたら「は
い」とG男に伝える。
◎時間がかかりそうな時に
「ちょっと待ってくださ
い」と言えるように，「お
助けカード」を見えるとこ
ろに準備しておく。

・仲間の動きを見ながらタ
イミングを考えて版の上げ
下ろしをする。
◎仲間の姿をよく見て上げ
下ろしができている姿を価
値付ける。
・印刷したものを点検し
て、点検結果をＣ子に伝え
る。
◎点検する視点を書いた
カードを準備する。
◎合格と不合格を分けて置
くためのかごを準備する。

・力の入れ具合に気を配り
ながらスキージを操作す
る。
◎スキージに均等に力を入
れながら動かしてインクを
ムラなくのばすために、ス
キージの持ち方や立ち方を
写真で確認する。
・仲間の呼びかけに相手に
聞こえる声で「はい」と言
いながら作業をする。
◎仲間の呼びかけに応えよ
うとする姿、仲間に自分か
ら声をかける姿を価値付け
る。

・Ｈ男から受け取り，合格
かどうかを確認し，乾燥棚
か欠品コーナーに運ぶ。
◎合格品と欠品の例を示し
ておく。
◎受け取る際の「はい」の
返事がＨ男に聞こえたかど
うか確認する。
◎１列に５枚ずつ、全部で
１０枚になるように正確に
置けたことを，価値づけ
る。
・「１０枚です。」と印刷
した枚数を仲間に報告す
る。
◎忘れずに大きな声で報告
できた姿を価値付ける。

・時間いっぱい集中して、
線に沿って切って渡せまし
た。

・木をアイロンの真ん中に
置いて、丁寧に時間いっぱ
い作業できました。

・合格のとき、「お願いし
ます」とはっきり言えまし
た。

・Ｅ子さんに「５枚できま
した」と大きな声で報告で
きました。

・正しくセットできまし
た。Ｇ男さんに「ちょっと
待ってください」と丁寧に
話すことができました。

・Ｃ子さんがはきはきと返
事をしていたことを見付け
ました。

・Ｅ子さんが印通りに紙を
置いてくれたので、印刷し
やすかったことをＥ子さん
に伝えることができた。

・「はい」と忘れずに言え
ました。１０枚の報告が言
えました。

片

付

け

１

０

分

／

振

り

返

る

５

分

・校内の教師や交流学級の仲間に買ってもらえるように，自分の役割を理解して丁寧に製品を作ることができる。
・仲間と決めた約束を守り，安全に留意して作業することができる。
・時間いっぱい精一杯取り組むことができる。

学習内容 ・予想される活動　　◎支援

１・挨拶・大切にしたい姿の
唱和。本時の課題をつかむ。
２・今日の目標枚数を確認す
る。
３・先生の話を聞いて，意欲
を高める。

1・本時の活動を振り返る。
　①活動を振り返り，作業日
誌に記入する。
　②反省会を行い，自分や仲
間のよさを認め合う。出来高
を確認する。

１・班ごとに分業で製品作り
に取り組む。

２・後片付けをする。 ・分担の作業道具を元に位置に片付け，掃除をする。分担の仕事が終わったら，机で振り返りを書く。

（作業前活動）身支度，準備
をしておく。

１・作業長Ｈ男の司会で，「作業学習の目標」と「５６７ストア 大切にしたい姿」の唱和，一人一人の目標の確認をする。

２・各班のリーダー，Ｆ子とＧ男から，今日の目標枚数を発表し，全員で確認する。（作業長が目標数を板書する。）

５６７ストア「大切にしたい姿」

１、目標に向かって，集中して取り組もう。 ２、ひとつひとつ，丁寧に取り組

もう。

３、仲間と作業することに感謝して，大きな声であいさつ，報告，返事をしよう。

◎ねらいに即し，個々のがんばりを評価する。

ポイント②【指導
形態の工夫】
木をのばす班と
印刷班のグルー
プ及び役割分担
は、生徒一人一
人に付けたい力
に応じて意図的
に設定する。

ポイント①【生徒一人一人に応じた目標の設定】

教科・領域等の学習面や生活面での実態を踏まえて，目標を設定する。中学校卒業時、就職時などの長期的な目標や，教科や領域等の学期や

月ごとの短期的な目標を踏まえて単元や本時の目標を設定するために，個別の教育支援計画や個別の指導計画の目標との関連を図る。

ポイント④【自分でできるよう
にするための支援】
視覚的な情報の提示により
内容を理解しやすい生徒，手
順を順番に言葉で説明すると
理解しやすい生徒など，生徒
の得意な方法で理解できるよ
うにするための支援を設定す
る。

ポイント⑤【自分でできるようにするための支援】

正しく作業を行ったり，作業内容が正しくできているか自分で点検したりするために，生徒一人一人の

実態に応じて支援を工夫する。

ポイント⑥【安全面の配慮】

事前に危険な個所がないか

必ず点検し，危険を回避する

ための手立てを講じておく。

ポイント③【分かりやすい環境づくり】

次の工程や前の工程の仲間の様子が見

える位置に作業する場所を配置する。


